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大規模災害が発生した場合、地域はそれぞれの町内会において自主防

市は、自宅を失ったり、津波やガケ崩れ等の災害危険予想区域に居住

したりする方のために、学校などあらかじめ指定した公共施設で、施設

管理者や避難所派遣職員などが主体となり、建物の安全を確認した後、

運営は、本マニュアルに基づき、防災指導員・避難所運営委員会等の

また、災害時に避難所運営が円滑に実施できるよう、避難所運営訓練
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①避難場所
　（避難目標地点）

⑰避難所支援要員

②市指定避難所

⑩応急危険度判定

⑯避難所運営委員会

③市指定避難所
　以外の避難所

⑮地域防災指導員

④施設管理者

語　句 説　明

⑤市災害対策本部

⑫救護室

⑭防災部会

⑥地区班（市職員）

⑦避難所派遣職員
　（市職員）

⑧避難所運営本部

⑨要配慮者

⑪医療救護所

⑬まちづくり協議会

災害から命を守るための場所。災害の種類･住んでいる場所･災害の進行状況･身
体状況等により、最良の避難場所は異なるため、一人ひとりが“自分の命は自分で
守る” という考え方に基づき設定する。

自宅を失った方や自宅が二次災害の危険性があるなどの理由により、一時的に生
活するための場所で、市があらかじめ指定した学校や公共の51施設。市指定避難
所は、在宅避難者や地域の市指定以外の避難所への支援物資の配布等、地域の支
援拠点としての機能を有する。

防災部会の構成団体の中に、吉原一中避難所運営委員会がある。避難所開設直後
（発災後4日を目安）には、派遣された市職員、施設管理者だけでなく、各町内会から
選出された避難所運営委員などが協力し、運営サイクルを確立する。その後は、徐々
に避難者が主体となった運営に移行していく。

町内会の公会堂、お寺や神社、個人所有のガレージなど、地域の避難者が集まって
生活を送ることが想定される。各自主防災会で実情を把握し、避難所としてまちづく
りセンターに報告する必要がある。

市内２６地区に富士市地域防災指導員を置き、市民の防災意識の高揚、自主防災
組織の育成など地域防災力の向上を図ることを目的とする。まちづくり協議会会長
が推薦し10町内に１名以上の定員となっている。

避難所を開設してから避難所運営委員で長期間にわたり避難所を運営するには
限界があるため、避難所運営委員をサポートするために避難所支援要員の選出が
必要となる。

市指定避難所となっている学校長、施設長等。

市の災害対策を実施する組織。災害時に市役所消防防災庁舎３階に設置される。

避難所内で簡単な応急手当などを実施するためのスペース（主に保健室等）

まちづくり協議会の構成団体の1つ。

市災害対策本部と自主防災会等のパイプ役として、各地区まちづくりセンターに
地区班員と呼ばれる職員を配置する。

地区班の職員のうち各避難所に３名ずつ職員を配置している。各避難所と地区班の
パイプ役となる。

避難所の正副本部長、各業務班や居住組の代表で構成する。必要に応じて、自主防
災会、施設管理者、避難所派遣職員（地区班員）、外部のボランティアなどを加える。

高齢者、障害者、乳幼児、妊産婦、傷病者、難病者等で、避難所生活で特に配慮を
要する者。

トリアージや医療救護活動を行うため、発災4日間を目安に、市内16ヵ所（中学校
区単位）に設置される。

平成26年度に市内26地区（概ね小学校区）に設立された、住民主体のまちづくり
活動を中心的に進めていく住民自治組織

大きな地震が起きた後、余震などによって建物が倒壊したり、壁や窓ガラスが落下
したりする危険性を判定し、人の命に関わる二次的災害を防止することを目的とし
た制度。都道府県が養成・登録した被災建築物応急危険度判定士（行政職員や、民
間の建築士のボランティア）が行う。
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No. 品名 数量 収納先 No. 品名 数量 収納先

1 マジック（赤、黒） 各３本 24 ニトリル手袋M・L（50双入り）各2個

2 はさみ 1個 25 防護ガウン 11枚

3 ホッチキス 1箱 26 非接触式温度計 2個

4 セロテープ 1個 27 フェイスシールド 25個

5 カッターナイフ 1個 28 スタッフ用ビブス 35着

6 クリップ 1箱 29 スタッフ用班表示 35枚

7 ふせん 1式 30 ペーパータオル（200枚入り） 10個

8 スティックのり １個 31 市指定ごみ袋（20枚入り） 3個

9 圧縮タオル 2個 32 ごみ袋（白）（100枚入り） 1個

10 電池（ランタン、拡声器、ラジオ用） 1式 33 消毒液（4.5ℓ） 1個

11 富士市防災ラジオ 1個 34 消毒液用スプレーボトル 5個

12 えんぴつ（12本） 1箱

13 ドライバーセット 1式

14 ペンチ 1個

15 針金（ワイヤー） 1個

16 ポリ袋（透明）（100枚入り） 3個

17 ガムテープ（布） 1個 36 避難所運営マニュアル各種様式 ６種類

18 ビニールひも 1個 37 多言語表示シート 1式

19 立入禁止テープ 2個 38 富士市避難所運営マニュアル 1式

20 軍手 41双 39 ペット飼育管理ガイドライン 1冊

21 電卓 1個 40 表示等シート 1式

22 拡声器 1個 41 クリップボード（稟議版） 6個

23 コンパクトランタン 3個 42 クリップペンシル（封筒入り） 50個

避難所開設用物品リストR5.9.1現在

事務用品
BOX

（水色）

感染症対策
BOX１
（青）

感染症対策
BOX２

（ごみ箱①）

35 サージカルマスク（50枚入り） 20箱
感染症対策
BOX３

（ごみ箱②）

様式BOX
（クリア）



運
営
班
業
務





運
営
班
業
務





運
営
班
業
務





運
営
班
業
務





運
営
班
業
務





運
営
班
業
務





運
営
班
業
務





運
営
班
業
務





運
営
班
業
務





運
営
班
業
務





運
営
班
業
務





運
営
班
業
務



P27



運
営
班
業
務





運
営
班
業
務



12



運
営
班
業
務





運
営
班
業
務





運
営
班
業
務





運
営
班
業
務





運
営
班
業
務

（参考）室内レイアウト図（参考）室内レイアウト図

足踏み式ごみ箱

出入口の扉は常に開放しておく
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※要求がある場合は、伝法まちづくりセンター又は、吉原まちづくりセンターに提出してください。

町内会で在宅避難者用に要求がある場合は町内会名を記載
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※要求がある場合は、伝法まちづくりセンター又は、吉原まちづくりセンターに提出してください。

町内会で在宅避難者用に要求がある場合は町内会名を記載
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